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キリスト教受容過程
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Ⅰ は じ め に

キリスト教が地域社会の中枢としての地位から衰退して久しいヨーロッパと比較して，現在，太

平洋諸島の諸社会におけるキリスト教教会の占める位置は多くの外来者を瞠目させるであろう。

太平洋島嶼社会のキリスト教化は１８世紀，西欧列強が自国の権益を求めて太平洋地域に進出し，

植民地化を行うのとほぼ同時並行的に行われた。その意味で太平洋島嶼社会のキリスト教化はきわ

めて政治色の濃いものであった。もちろんキリスト教の旨とするところが「異教徒」に福音を伝え

教え，入信を促す伝道にある限り，政治的影響力とは分離できない関係にあることはいうまでもな

い。政治的影響力を利用して権威を確立することは布教のために非常に有効な手段となるからであ

る。各地に派遣されたキリスト教宣教団は原則として政治活動との関わり合いを避ける立場をとっ

ていた①が，現実には宣教師の活動や生活から当該地における政治は切り離せなかった。

ポリネシア地域においては，ヨーロッパ人宣教団による首長クラスへの物質的援助に対してキリ

スト教の擁護という報酬を得るという両者の協力関係が広く見られた。宣教師が首長クラスの相談

役・助言者となって政治的に介入するという，キリスト教受容過程のひとつのパターンがこれであ

る②。このような首長クラスの存在する階層化された社会でのキリスト教化過程はこれ迄にも多く

研究されてきた③。本稿は階層化されていなかったポリネシアの一島嶼社会におけるキリスト教受

容の過程を跡付けし，文化変容のひとつのモデルを呈示するものである。

本稿が対象とする西ポリネシアのニウエ島にはポリネシアの他の首長制社会のように最高首長を

頂点とする入れ子構造をもつ政治・社会組織はなかった。島の各地域は双系的出自システムをもつ

親族集団（magafaoa）を中核とする部族によって占有されており，各部族は iki もしくは pule

（chief）をリーダーとして割拠していたが，島全体の覇権を握る大首長や最高首長は存在していな

い。正確に言えば，過去二つの時期に patuiki（king）と称する身分は置かれたが，それは最高首

長とは本質的に異なる。後者は系譜的に長子の系統の家族の長子が世襲的に継承してゆく身分であ

り，またそれは宗教的にも世俗的にも人々を支配する。一方，ニウエ島の patuiki は非世襲的であ

り系譜上の地位は問われない。戦場における武勇や戦闘能力などの功績により衆目に認められた者

が就く。いわば最強の戦士であった。強さの根源は霊力（mana）とされているから，patuiki はそ

の強い力をもって島を旱魃，ハリケーンその他の自然災害から守り，島の豊穣を守護し，島に幸運

をもたらさねばならない。その役割が果たせなかった時には非難を浴び，殺害され，別の強力な戦

士が patuiki となった。この制度は初め，１８世紀半ばにトンガやサモアとの接触により触発されて

起こり，１９世紀初頭に途絶えたといわれる④。

次に patuiki が置かれたのはヨーロッパ人との接触後の１８７６年で，英国国王に対する島全体の
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対外的代表者として交渉するなどその必要性から復活させたのだが，三代目の王 Tongiaが１９１７年

に死亡し，その後この制度は廃止された。復活王制においても patuiki は英語で kingと訳されはし

たが政治的影響力はなく，むしろ宗教的な役割を担っていた。前期王制と同様，特定の系譜とは無

関係にいずれかの地域の強い戦士が選ばれた。政治的決定は各地域から iki，pule が集まる会議

（fono）にて行われた⑤。この時代には英国人宣教師が在留しており，彼らの記録によると，patuiki

への人々の態度や言葉遣いは村の iki に対するものと同じであったという。

各地域の首長（iki，pule）も本質的には同じである。戦闘における強者（toa）が iki あるいは pule

であり，人々の尊崇の対象とされて他の人々より発言力があった。しかし彼個人の能力や資質に基

づいたリーダーシップであって世襲ではなく，系譜的に特定の家系に定められた身分ではない。い

わば誰にでも開かれ，しかも能力を備えている間のみの地位であった。

以上のようにニウエの社会はトンガ，タヒチ，サモア等に見られる階層化された首長制社会では

なかった⑥。

太平洋諸島ではカトリックとプロテスタント諸派が入り乱れて布教活動を展開したが，ニウエ島

は London Missionary Society⑦（ロンドン伝道教会。以後，L.M.S.と記載する）の重点布教地域の

ひとつであった。ニウエ島の近代化過程は L.M.S.の活動を抜きにしては語れない。同島において

聖職者──ヨーロッパ人宣教師および土着の聖職者──はキリスト教の伝来以来，現今に至るまで

極めて特徴のある地位を占めている。以下，彼らの役割を中心に当島嶼社会の変容について考察す

る。

資料は公刊，未公刊の文献・文書ならびに筆者の１９９４年以来数次にわたる現地調査において得

られた情報に基づいている。L.M.S.関係の文書等未公刊の資料は下記のものを使用した。

＊ニュージーランド国立オークランド大学図書館 Pacific & NZ Collection所蔵のマイクロ

フィルム

＊ニュージーランド国立図書館 Alexander Turnbull LibraryのManuscripts & Archives Col-

lection所蔵マイクロフィルム

＊大妻女子大学図書館所蔵マイクロフィルム

Ⅱ ポスト・コロニアル期ニウエ社会

火山活動の影響で隆起したサンゴ礁の島，ニウエ島は西ポリネシアの大洋に浮かぶ孤島である。

付近の島といえば４８０キロ西方にトンガ諸島，６６０キロ北西方にサモア諸島，９３０キロ東方にクッ

ク諸島のラロトンガ島が控える，海洋の一滴のような島だが，サンゴ礁としては最大級で面積はほ

ぼ２５９平方キロある。島の外縁部は干潮時に現れる岩礁を別とすれば海面から高い所で６９メート

ル，低い所で２８メートルの高さがあり，急峻な崖が周囲をめぐっている。

赤道と南回帰線の間に位置する熱帯の島だが，年間を通して気候のはっきりと異なる二つの季節

──湿潤多雨の夏季（１２月から３月）と冷涼少雨の冬季（４月から１１月）──から成る。夏季の

平均気温は摂氏２７度，冬季のそれは２４．３度であり，島民にとって冬は寒い季節であり，流行り風

邪に見舞われることもある。

島の人口統計は１９世紀半ばに L.M.S.の宣教師によって行われたものを嚆矢とする。その時の人

口は約４３００人であった①。その後増加して５０００人前後を一進一退した後，１９７４年，ニュージーラ

ンドの保護領からの独立を境に急速に減少する。１９９０年代には２０００人前後となり，２０００年以

降，２０００人を割った状態が続いている②。減少の理由には海外労働移住や土地所有関係など経済的
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問題が大きく絡んでいるがここでは立ち入らない。

ポリネシアの他島と同様，移動焼畑耕作に従事している。しかし，小島ゆえに土地面積が限られ

ているうえ，島の大部分を熱帯雨林と灌木林が占めており，耕作可能地は島全体の６０～７０％にす

ぎない③。サンゴ礁が風化した石灰岩の上を薄く土が覆っているだけのこの島は肥沃な土壌とはい

えず，一度耕作に利用された土地は土壌の回復を待つ為，２０年間は休耕地にせざるを得ない。そ

うした制約された条件の下で人々はタロイモ，ヤムイモ，キャッサバなどの根茎植物やココナツ，

バナナ，パパイア，ブレッドフルーツなどの果樹を栽培している。現在，農作物は自家消費用ある

いは週２回の市場でわずかながら販売する島内消費用であり，輸出用生産物ではない④。

１９７４年，ニウエ島は２０世紀の初めから続いているヨーロッパ系の保護領としての地位（１９００年

英国領，１９０１年ニュージーランド領）と決別し，ニュージーランドと自由連合下にある自治国家

として独立した。同年発布されたニウエ国憲法には，ニウエの外交および防衛はニュージーランド

の傘下にあること（第６条），ニュージーランド政府は経済・行政上ニウエに必要な援助をするこ

と（第７条），ニウエ島民はニュージーランドの市民権を持つこと（第５条）が明記されている⑤。

この憲法に基づいて国会が開設された。議員は全１３村落の代表一名ずつ（ただし首府である Alofi

のみ人口の相対的な多さから Alofi北と Alofi南に分かれ）合計１４名に加えて全国区６名，合わせ

て２０名から構成される。この議会に完全な立法権があり，ニュージーランド議会はニウエに関す

るいかなる法もニウエ政府の要請と同意がなければ制定することができない。内閣は４人の大臣か

ら成る。議会が選出する首相（Premier）と首相が指名する３人の大臣（観光・健康・教育・コミュ

ニティ・公共放送担当大臣，経済開発・貿易・輸送・行政サービス担当大臣，公共工事・農林・水

産・郵便・電信・電話担当大臣）であり，ここに行政の責任が存する。

村落レベルには選挙によって選ばれる議長と４名の村会議員から構成される村落会議があり，公

現在の村落図

南太平洋の一無階層社会におけるキリスト教受容過程
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共施設・設備等村の福利・厚生全般の向上について審議し，率先して実行する責任をもつ。

現在，ニウエには L.M.S.系のニウエ教会（Ekalesia Niue）以外に Seventh-Day Adventist（安息

日再臨派），エホバの証人（ものみの塔），モルモン教，ローマ・カトリック教などが入ってきてい

るが，Ekalesia Niue 以外の宗派は比較的最近伝来したもので，人口の多い首府 Alofiに教会をもつ

のみである。島の圧倒的多数はニウエ教会に属しており，各村落にある教会に所属している。村の

人々はそれを中心に村落生活を営んでいる。

キリスト教と教会を中心に据えた生活は島民たちのライフスタイルそのものを形作っているとい

えよう。現代の行政村落はそもそも L.M.S.の宣教師が布教のために伝道所の周辺に人々を集めた

ところから発しているので，どの村もデザインが似ている。教会堂を取り巻く広々としたチャーチ・

グリーン，その一隅に牧師館と鐘楼が建てられている。そして歴代の牧師の大小の墓が周囲に散ら

ばっている。

礼拝の曜日および時間はどの村の教会も同一で，日曜日は午前中と午後に一回ずつ，さらに水曜

日の夕方にも行われる。年配者および成人女性の中には３回の礼拝すべてに出席する者がいるが，

大概の村人は日曜のみ礼拝に出かける。現在，島民のなかで腕時計を身につけている者が増えてき

たとはいえ，時計による時刻認識に基づいて行動を律する必要があるのは政府機関勤務の者や学校

関係者をはじめとする一部の人々であり，多くの人々はその必要に迫られてはいない。しかし，礼

拝を定刻に始めるのは L.M.S.の監督・指導により根付いたものである。ここで教会の鐘が重要な

働きをする。

礼拝が始まる前に数回，執事が鳴らす鐘の音が村の隅々に響き渡る。その音には意味があり，例

えば Avatele村の日曜午前の例でいうと，

９：００ 第１鈴 ：起床，身支度開始

９：３０ 第２鈴 ：着替え，結髪

９：５０ 第３鈴 ：家を出る

１０：００ 第４鈴 ：礼拝開始

鐘の音の意味は村人たちに共有されており，それに従って準備などの行動をすれば礼拝に間に合う

のだ。

教会に礼拝に行くことは人々にとってハレの日の行動である。シャワー（のある家は）を浴び，

香りの良いオイルを身体に塗り，正装する。男は，老人から子どもに至るまで背広にワイシャツ姿

で，ネクタイを締めて革靴を履いている（最近は流行の上等そうなスニーカーを履いている子ども

もいる）。成人女性はワンピースかスーツを着て靴を履き，バッグをもっている。つばの広い帽子

は成人女性にとり不可欠だ。少女たちも晴れ着に身を包み，髪を美しく結い上げている。子どもた

ちも──歩き始めたばかりのヨチヨチ歩きまで──揃って晴れ着で着飾り，髪を結い，ネックレス

まで付けている。

チャーチ・グリーンは子ども達の遊び場にもなる。また，村の青少年や成人がクリケット，バレー

ボール，ラグビーなどの練習をする場所でもあり，他の村との対抗試合を行う場でもある。いわば

家族集団を超える村の公の行事や活動及び村落を超える島全体に関わる活動が行われる空間であ

る。

牧師は他村出身者でなくてはならない。各村落教会の会衆は彼らが選び，契約した牧師を村の牧

師として招き，その家族ともども牧師館に住まわせる。彼らの生活を支えるのは村人の寄付であ

る⑥。

かつてキリスト教の伝来後，現在のように沿岸部に村落が作られる前は，人々は fagai という集
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団をつくって，内陸の耕作地から沿岸の伝道所近くに出てきた時に共同で居住し，共同で食事をし

ていた。この集団が交代で教会や牧師に食糧，燃料およびその他の必需品を提供していたが，fagai

同士の寄付競争はすさまじかったという⑦。

現在は fagai という単位は機能していない。一村落を３～４の地区（vehevehe）に分割し，一年間

を４～３期に分けて各 vehevehe の当番制により食料品，生活用品，現金を牧師一家に支給している。

当番になると一家族あたり毎週，１００から３００NZドルの負担となる。

かつての fagai は同一のもしくは近隣の耕作地を利用している者の集団であったから，同一 ma-

gafaoa に帰属するか，遡れば同一の tupuna（共祖）に辿りつく人々によって構成されていた確率

が高い。これに対して fagai の機能を継承した vehevehe 組織は居住の本拠地が内陸部から沿岸地域

に移動し，定住した後の制度で，行政村の内部を地理的に区分したブロックである。当然，同一 fa-

gai に属する人々は村落内の近隣に定住したのであるから vehevehe 組織と同一ではないが重なりは

ある。

現在，島の人々が行う儀礼・儀式には出産祝い，誕生祝い，結婚式，葬式，断髪式（男児），耳

殻穴あけ式（女児）などの通過儀礼の他，村落単位で行う村祭りや教会新築祝い，島全体で行う建

国記念日の祝賀会など個人，村落，国の各レベルで見られるが，どのレベルの儀礼においても L.

M.S.系の牧師が重要な役割を果たす。開会宣言の後，個人および村落の儀礼では当該村の牧師の，

国家レベルのそれでは首都 Alofiのニウエ教会の牧師の祈祷で始まり，次に，村レベルの儀礼では

当該村選出の国会議員の，国レベルでは首相の挨拶が続く。教会の影響力は衰退の兆しはあるもの

の教会牧師は依然としてコミュニティ内で人々の尊崇の対象であり，牧師と執事を中心とする教会

活動が村落生活を支えている。

教会活動の重要な部分に村落の福利・厚生のための諸活動がある。熱心なクリスチャンであって

こうした活動に積極的に取り組む者が執事となり，やがて村落代表の国会議員に選ばれ，さらに大

臣になるという道が開けている。国政レベルの政治的リーダーになるには地元の村落コミュニティ

のために「聖」「俗」両面での奉仕が評価されてはじめて機会がおとずれる。「俗」の領域のリーダー

は「聖」の世界のリーダーでもあるのだ。

Ⅲ 外来者の拒絶（１７７４～１８４５）

ポリネシアの他の島々から人々がニウエ島に移動してきたのは考古学的には約１０００年前に遡る

といわれている①。その後もサモア諸島，トンガ諸島，プカプカ島から波状的な移動が行われ，島

はいつしかMotu（北部）と Tafiti（南部）の二つの社会的区分に分かれるようになった。この二

つが相互に敵対する最大の単位だが，実際には各々の内部においても地域間の対立や magafaoa 間

の抗争が恒常的に見られるという状態でヨーロッパ人との接触の時代を迎える。

最初にニウエ島にやって来たヨーロッパ人は英国の James Cookであった。彼が第二回目の太平

洋探検の途上，ニウエ付近を通りかかったのは１７７４年のことである。前後３回，島の三ヶ所（Tuapa，

Alofi，Avateleといわれている）で上陸を試みたが，いずれも現地民の激しい抵抗にあって果たせ

ず，止む無く他島に向かった。そこでは現地民の歓迎を受けたため “Friendly Islands”と名づけ（現

在のトンガ諸島），それに引き比べて攻撃的に追い払われたニウエ島を “Savage Island”と名づけ

た②。

ニウエ島民のこの防衛的態度は外来者が持ち込む病気への恐れから来るものであったという説が

有力である。それ以前にトンガ人が来島した折，病気が流行って，ニウエ人に多数の死者が出た。

南太平洋の一無階層社会におけるキリスト教受容過程
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それからというもの外来人と外来の船舶に対する警戒が一層，厳しくなり，ニウエ人であっても島

外からの帰島者には非受容的となったという③。ニウエ人の経験則に基づいた外来者の拒否はその

後もヨーロッパ人を寄せ付けなかった。１８世紀末から１９世紀にかけては欧米の捕鯨船が多数，南

太平洋を航行していたが，Cookの記録から知識を得ていたためかニウエ島に上陸して島民と接触

しようとする事は避けたようだ。

一方，１８２０年代から３０年代にかけて英国の宣教師が南太平洋の島々で著しく活躍し，クック諸

島，トンガ諸島，サモア諸島で伝道を成功裡に推し進めた。そうした背景のもとで１８３０年，L.M.

S.の宣教師 John Williamsがアイツタキ島（クック諸島）からトンガへ戻る途中，ニウエ島への上

陸を敢行した。この時，乗船していた同じポリネシア人であるアイツタキ島出身の宣教師たちを差

し向けて福音を伝えようと図ったが，彼らが恐怖心から拒んだので，代わりに二人の若いニウエ青

年（Ueaと Niumaga）を誘拐し連れ去った。

この二人にキリスト教の教えを説き，翌年，彼らをニウエへ帰島させた④。Williamsは若干なり

ともキリスト教の影響がニウエにもたらされることを期待したのだが，まもなく島に伝染病が流行

り，多数の島民が死ぬという事態が起こった。青年の一人 Ueaは父親もろとも島民によって殺害

されたが，Niumagaは辛くも島から脱出し，付近を通りかかった木材運搬船に助けられた。この

時，Niukaiという青年も同行した。彼が後に受洗して Peniaminaとなる⑤。

１８４０年６月，ツツイラ島（サモア諸島）のキリスト教改宗者の一行が L.M.S.の副宣教師に先導

されて来島した。島に伝道の拠点を作ろうとしたが，やはり島民に襲撃されて成功せず，直ちに島

を離れた。この時３人のニウエ青年を誘拐し，サモアへ連行した⑥。うち一人が Fakafitienuaであ

る。

１８４２年４月，L.M.S.の宣教師 Aaron Buzacottが３人のラロトンガ（クック諸島）人宣教団教師

とニウエ人 Peniaminaを伴って来島した。Peniaminaにとりこれは１０年振りの帰島で，その役割

はラロトンガ人教師がニウエでキリスト教の伝道を始められるよう，ニウエ島民を説得することで

あった。この時 Peniaminaが島民に話して聞かせたキリスト教の「神」に島民の間に一瞬沈黙が漲っ

たという言い伝えがある⑦。しかし，ニウエ人達は宣教師一行との物々交換の方により強く関心を

もった。ヨーロッパ人は棍棒や槍などニウエ人の武器と交換に彼らが欲しがっている金属製の釣り

針や斧を与えたのである⑧。

この時の宣教師一行の上陸はニウエ人により許可されたものだが，それ自体がニウエ人の策謀で

あったという説もある⑨。いずれにしても宣教師一行は命からがら島を脱出し，サモアへ逃げた。ニ

ウエへの福音伝道は再び失敗に終わったのである。

Ⅳ キリスト教との接触と島内伝播（１８４６年～１８５０年代）

１． 宣教師たちの上陸

１８４６年，L.M.S.の宣教師である英国人のWilliam Gillと H. Nisbettはラロトンガ人およびサモア

人の宣教団教師と共にニウエ人の Peniaminaと Fakafitienuaを伴ってMutalauの Ulivehiへ上陸し

た。Mutalauの toa（戦士）であった Fakafitienuaの上陸については彼の magafaoa の人々が受け容

れたが①，ヨーロッパ人宣教師はいうに及ばずラロトンガやサモア出身の教師たちの受け容れは拒

絶された。Peniaminaの上陸は，要注意人物だがニウエ人であるという理由でMutalauの patu（成

人男子）達は認めた。しかし Peniaminaが上陸するや否や伝染病を恐れる大群衆が彼の殺害を要求

して騒ぎ出したので，彼は一旦，船に引き返さざるを得なかった。しかし再び機会を捉えて海岸で
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ゴスペルを説き，人々のために祈りを捧げた。これが多くの人の心を動かしたと Turnerは述べて

いる。「殺すべきではない」という声が「病気が発生する前に彼を殺すべきだ」という声に混って

聞こえてきたという。Peniaminaは上陸したものの夜間の宿泊場所や食糧を提供してくれる人はい

なかった②。最終的には彼はMutalauの pule たちに保護され，数人の tao が彼の身辺の護衛にあ

たった。彼らは Peniaminaのいう「神」についてもっと知ろうという事になった③。幸いにしてそ

の後，伝染病の流行は発生しなかったので，彼は島から追放されることもなく，その説教は漸次，

Mutalau及び近隣地域に拡大していった。

１８４８年，宣教師 George Turnerが初めてMutalauに至った時の村の状況を「人々は日曜日には

家事をせず，礼拝に参加している。各家庭では祈り，とくに食前の祈りが最近の習慣となっている」

と記し，Mutalauにキリスト教の教えが広まってきたという印象を表わしている④。しかし彼は同

時に「ニウエ人の最大の動機は斧と釣り針をもらうことにある」⑤と記述しているように物質的欲

求が彼らの行動に大きく影響を与えていることを強調している。

初めはサモア人教師を拒んでいたニウエ人たちも Peniaminaの説教に耳を傾けるようになるとサ

モア人の話をも受け容れるようになった。１８４９年にキリスト教道徳に反した行動をとったために

Mutalauから出身村のMakefuへ追い払われた Peniamina⑥の代替として，L.M.S.の宣教師Murray

と Sunderlandがサモア人牧師の Pauloとその妻を連れてくると，Mutalauの人々は彼らを歓迎し

たという⑦。

キリスト教が伝来し，拒絶の後に来た受容の時代にニウエ在来の社会はそれにどのように反応し

たのだろうか。

２． 在来宗教との衝突

この当時，島の全人口は３０００人から４０００人の間であったといわれるが⑧，島はMotu と Tafiti

に分かれて敵対し，しばしば戦闘を繰り返していた。またMotu と Tafiti の内部もそれぞれに一定

地域を占有するいくつかの部族がおり，それらも境界線をめぐって相互に頻繁に戦闘を行っていた。

同一部族に属する magafaoa は部族領域内の一定地域をそれぞれ占有していたが，magafaoa レベ

ルですら相互に領域をめぐって紛争が絶えなかった。

各 magafaoa を統率する成人男子を takitaki magafaoa（takitaki＝leader）という。彼は稀に，最

も良い土地や最も大きい地積を占有することがあったが，通常，特別な権力を行使することはな

かった⑨。戦時に闘争力を発揮して集団を防衛する toa の方がむしろその武勲ゆえにはるかに強い

社会的影響力を持っていたとする見方もある⑩。初期にヨーロッパ人や宣教師が首長と考えたのは

恐らくその多くが toa であろう。戦争その他必要な時に部族の magafaoa が集まり，その takitaki

たちが暫定的な政府を構成する。そして各部族は戦時リーダーである toa たちの指揮の下に戦った

のである。

takitaki magafaoa も toa も世襲的な地位ではない。ニウエには他の多くのポリネシア社会のよう

に世襲的な首長も大きな影響力を持ち権威ある存在である高位首長もいなかったので宣教師たちは

この島では伝道が困難であったという⑪。そして在来の宗教的職能者である taula-atua が人々に心

理的に強い影響を与えていたことも宣教師にとり負の要因であった。

taula-atua は伝来の神々の mana を蓄え�，神々と人々の間の媒介者としての役割をもっていた。

祈祷を行い，病を治し，予言もするし，儀礼の祭司も行う，shamanの一種であると考えられる�。

社会的影響力が強く，人々は畏敬の念をもっていたが，patuiki 同様，生産労働を免除された階層

をなしていたわけではない。海で漁撈をし，畑で芋を作って自己の食糧を供給しなければならな
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かった。だが，自己の利益のために mana を使うこともあったし，何よりも shamanとしての仕事

の報酬を得ていた�。

Peniaminaはニウエで伝道を開始した頃，呪術で殺害を謀るなどこの taula-atua たちの抵抗を経

験している�。Loebも，Pauloや初期のサモア人教師たちにとり最大の障壁は taula-atua が行使す

る影響力の克服であったことを指摘している�。一つには taula-atua にとって信奉者が減ればそれ

まで得ていた報酬が減少し，その地位が脅かされる。それだけに彼らは必死で抵抗したのである。

一方，宣教師側は，taula-atua との対立やその妨害に対して taula-atua に降りかかる災難や不幸な

出来事はすべて「神」の怒りによるものであるという説明法を利用した�。言い伝えられているい

くつかの寓話を示しておこう。

１）Tuapaの女性 taula-atua である Fanoheoneは，人々に「あんたのやっていることは詐欺で

はないか，もうやめておきなさい」と言われたが，人々の忠告に耳を貸さなかった。ある日，

uga（ヤシガニ）が彼女の家の中を這っていた。その日は日曜日であり，キリスト教の教えで

は働くことが禁じられている。それにも拘らず彼女は uga を取り焼いて食べた。数日後，彼

女は足が不自由になり，uga のように這って歩くようになった。彼女は安息日である日曜日に

uga を料理して食べたために呪われたのだ，と人々は噂した。天国の「神」の怒りにふれて彼

女は生涯，uga のように這って歩いた�。

２）Pauloの時代の taula-atua の第一人者は LakepaのMuliaであった。ある時，Mutalauの教

会で開かれた宴会の折，彼は戦闘用の棍棒を振り回して「イエスは死ね」と叫びながら踊った。

それから外に出て穴を掘り，その中に槍を埋めて「イエスよ，死ね」と呪いをかけた。この呪

いはキリスト教徒に改宗した義兄弟の Ulimakaに及び，Mutalauの教会で一夜を過ごしていた

彼は気が触れてしまった。彼は斧でMuliaの妻の首をはね，木に登って自殺を図ったが失敗し

た。そこへMuliaの部下たちがやって来て Ulimakaの首を斧で切り落とし，死体を海に投げ

込んだ。

３）Muliaは Hikutavakeの taula-atua，Fakailikulaを招いて宴会を行った。それは日曜日であ

り，Pauloとキリスト教会に対して意図的に対抗したのである。二人は takalo（war dance）

を行い，槍を「神」のいる天空に向かって投げながら「天の『神』が我々の手で死ぬように」

と呪文を唱えた。宴会が終わって Fakailikulaとその親族たちは村へ帰ったが，村に着く前に

Fakailikulaは具合が悪くなり死んだ。その後，まもなくMuliaも死んだ。真の「神」が二人の

虚偽を終結させるために殺したのである�。

しかしながら一方では taula-atua の一人が Ueaと Niumagaの生還や Peniaminaが新しい宗教を

伝えに帰島すると予言したことも人々の間に語り伝えられている。それはMutalauの Kilipaluaで

あった。連れ去られた Ueaと Niumagaが沢山の美しいイヤリングを持って帰島するという彼の予

言に，多くの人がイヤリングと交換するものを持って二人の青年の両親の許を訪れた。二人が帰島

する前に交換の予約が完了してしまい，彼らが帰島した時にはすべてのイヤリングは売約済みに

なっていたという逸話が残っている。Kilipaluaはまた，Peniaminaが大変小さな tohi（book）を持っ

て帰島し天空に住む唯一の神について語るであろうという予言をしたと伝えられている。Mutalau

の人々が「神」の言葉を受け容れるのにあまり時間がかからなかったのはこの予言があったからだ，
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と Loebは島民から聞いたという�。

新宗教に対して在来の宗教的職能者は，この様に一方でその到来を予言することによって自らの

能力を顕示しつつも，危機感をつのらせて在来の神々への祈りを通して新しい「神」の排除を試み，

新しい「神」のいう戒告への抵抗を示した。数々のそうした taula-atua の行為のうち，彼らにとっ

て不幸な結果となったものが「神」による怒りであると解釈され，宣教師や牧師の説教を通して，

また呪い言を恐れる人々の口から口へと島内に拡がり，伝承されてきたものと考えられる。

３． キリスト教の島内における伝播

ニウエにキリスト教を導入した Peniaminaは上陸の地Mutalauで布教活動を始めた。彼は３年

後には姦通罪によって宣教団から追われて出身村のMakefuへ戻らざるを得なくなるが，その間に

大勢のニウエ人をキリスト教に引き付けた。Peniaminaの教えに従って改宗した人々の動機は一般

に他のポリネシア諸島と同様，ヨーロッパ人がもたらした物質文化への欲求であったといわれるが，

Talagiはこれに加えて Peniaminaの読み書き能力への羨望──すなわち学習への欲求──も挙げて

いる�。キリスト教が短期間に島民の関心を集め，彼らが説教師の言葉に耳を傾けるようになった

ことは宣教師 Turnerと Nisbettによる１８４８年の記録にも伺われ，Mutalauでは，平和で争い事が

少なくなっていること（依然として他部族とは敵対関係にあるが），人々は日曜日には仕事をせず

教会に礼拝に行くこと，各家庭では食前その他様々な機会に祈りを行うことが述べられている�。

１８４９年 Peniaminaの代替として初代サモア人宣教師 Pauloが赴任し，Mutalauに住んで布教を

行ったのでそこには全土から新しいことを知りたいという人々がやって来た。口伝されている人々

は AvateleのMuatoga，HakupuのMuifonua，Mose，Tavita，Likuの Iona Vemoa，Tuapaの名前

不詳の toa 等々，みな toa である。この当時はまだ島は全体として戦闘状態にあり，他の部族や ma-

gafaoa の土地を通過するだけでも戦争になりかねない情勢であったから，殺されずに他部族の土

地をいくつも越えてMutalauへ行けるのは toa のみであったと推測される。伝承されている toa 達

の活躍を述べてみよう。

１）AvateleのMuatogaは元来，Motu の Toiの人間であったが，スパイの役目をおびて Avatele

に住んでいた。Toiの仲間に偵察報告をするために会った時，Mutalauの人々の間で新しい宗

教が起こっていることを知った。訊いてみると人々は Pauloから贈物をもらうという。その中

には釣り針が入っていた。Avateleの海岸では特に釣り針が役立ちそうだ�。彼は早速Mutalau

に向かった。そこで彼が見たものは平和な雰囲気の中で人々が総じて幸せそうなことであっ

た。彼が Pauloに「釣り針をくれ！」と叫ぶと彼はすぐもってきて与えた。もちろん，Muatoga

に福音を語りながら。Motu と Tafiti は常に戦闘状態にあるためMuatogaは艱難辛苦の後，漸

く Avateleに辿りついた。そして人々にキリスト教の教えを話して聞かせ，賛同者を集めた。

村の pule や patu たちの批判や反対があったが，次第に Avatele全域に浸透していった�。

２）Hakupuの Fineoneの３兄弟（Muifonua，Mose，Tavita）はみな tao であった。Mutalauで

Pauloの説く新しい考え方に印象づけられ，教えを乞うた。そして人々に何を教えればよいの

かと訊くと Pauloは「“Ha-kupu-Atua”（Any words of God）を教えなさい」と言う。３人は帰

郷し，人々を集めて新宗教の教えを語った。まもなく賛同者のグループを作り，この地を

Hakupu-Atuaと名づけた。数年後，Pauloがこの地を訪れた時，すべての magafaoa から大勢

の人が参加して礼拝していたのでその発展ぶりに驚いたという�。
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３）Hakupuの別の部族の pule である Iona Vemoaも新宗教を知ろうとしてMutalauへ行った。

キリスト教の教えを聞いてから Hakupuへの帰途，Likuで親類の家に泊まり，そのまま Liku

の女と結婚してしまった。そして Likuの人々にキリスト教を教えることになる�。

４）Tuapaのある tao が Pauloを愚弄しようとしてMutalauへ行った。そして次のような歌を

歌って嘲った。

♪Mutalauの奴らが有難がっているものって一体，何なんだ？

あいつらは「神」とやらを奉って祈っている

だがその「神」っていったいどこにいるんだ？

あっはっは！ あっはっは！♪

しかし，後にゴスペルが村々に拡がり，Tuapaにも聞こえてくると，彼は別の歌を作って歌っ

た。

♪平和なことは良いことだ

力を合わせて平和を守ろう

平和なことは素晴らしい♪�

以上のようにキリスト教が伝来の初期に島内に伝播していったのは主にニウエ人自身の働きによ

るものと言えよう。特に，島内全域がまだ戦争状態にあり，常に他地域や他集団の動きを探ってい

た toa たちは情報の入手に機敏であったことと，自領域を越えて動き回れるのは toa のみであった

ことから，初期の島内伝播は toa たちの力に与かっていると見なしてよい。この初期の拡散は，Mur-

rayが１８５２年のニウエ訪問の後の記録に「・・・島内至る所にキリスト教信者がいる」�と書いて

いることから，１８４６年から５２年の間のことと考えられる。

４． サモア人宣教師の貢献

口頭伝承によれば，Pauloが伝道を始めてから数年間で島内のほとんどの地域にキリスト教信者

のコミュニティが出現したという�。彼らにとって第一に必要なものは礼拝を行う教会堂である。ニ

ウエ語でこれを faituga というが，これは taula-atua が神々に犠牲を捧げた神聖な場所 mata faituga

（mata=base, center）から由来する。ニウエで最初につくられた信者集団は PauloがMutalauで起

したものである。パンダナスの葉で屋根を葺いたサモアの fale 風の faituga をつくり，それを中心

に２～３００人が集まった。Pauloとその家族は住居を提供され，食糧や日用品をも会衆から供出さ

れた�。

次に Pauloは１８５２年，Alofiに信徒集団をつくり，二人のサモア人宣教師（Mose，Kapela）を迎

えたがMoseはまもなく姦通罪によって追放され，新しいサモア人宣教師 Samuelaを迎えた�。

Avateleと Hakupuでは土着民自身ですでに集まりをもっており，１８５４年，Samuelaは Avateleの

牧師として赴任し，ここで彼の住居と教会堂を作らせる。これは島内最大規模で，１１００人は収容

できるものであった�。

当時の全人口が４２７６人と L.M.S.は記録しているが，その内，約２０００人が Alofiの日曜礼拝に参

集していたという。改宗者も劇的に増加し，１８５７年には島全体で６７７人という数字があがってい

る�。また，この当時は３ヶ所の伝道所に教会が建っていたが，１８５９年には５ヶ所に増え，すべて

サモア人教師が配置されていた。
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まもなく老齢の Pauloは妻が死んだためにサモアに帰島するが，Pauloの時代にニウエ島のキリ

スト教界は顕著な変化を遂げたことはいうまでもない。Moseと Kalepaが後に「最初の頃はこの

島の人々の著しい野蛮さと粗暴さゆえに導いて行くのが困難だったが，まもなくうまくゆくように

なった」�と述べているように，Pauloの在職期間にかなりの変化があったのである。

Motu，Tafiti 間はもとより各地域間の目立った戦争はこの頃から減少する�。宣教師が釣り針や

ナイフと交換に人々から槍や手斧などの武器を取り上げたために戦いがしにくくなったこと，toa

を中心としたキリスト教の地域間伝播が平時における彼らの交流を促したことなどがその要因と考

えられる。改宗した島民達が定期的に教会あるいは伝道所に礼拝に来るようになったのもこの頃で

ある。教会へ行く時にはヨーロッパ人風の服装をするようになり，それまで彼らが欲しがっていた

ヨーロッパの品々つまり「手斧やナイフなど実用的なものばかりでなく，礼拝にふさわしい服をも

欲しがるようになった」�。

Pauloはまたキリスト教倫理の普及にも努め，特に他人に所属する物を許可を得ずに持って行く

こと──ヨーロッパ人はこれを“盗み”という──を戒め，一夫多妻�や不貞を禁じた。しかし，在

来の所有や性および婚姻に関する観念の変更は，金属製の道具という余得をもたらすキリスト教の

「神」へ関心を寄せることに比べれば容易にできることではなかった。

１８５３年，Pauloの在職中にも次のような事件が起こっている。英国の軍艦が Alofiに来航し，慣

例通り物々交換が始まったが，一人のニウエ人が船からものを「盗んだ」。それに対して英国人は

砲撃を始め，９人のニウエ人が死んだ�。また，初代現地民宣教師 Peniaminaが地元女性との不義

の廉で宣教団から追放されたが，再び，１８５４年，Alofiにおいてサモア人宣教師Moseが姦通罪に

より免職された�。キリスト教的倫理道徳の徹底は，次の時代にヨーロッパ人宣教師がサモア人宣

教師に代わって来島定住し，布教活動を始めるまで待たねばならない。彼らはきわめて厳しい罰則

規定によってニウエ人の道徳律を変えてゆくのである。

以上のように Peniaminaが種をまいたキリスト教がその後の１０年間で島内各地に伝播したのは

サモア人宣教師たちの貢献によるものといえる。彼らの宣教活動の中心は，ニウエにキリスト教信

徒のコミュニティをつくること，礼拝および宗教教育の場（教会）をつくること，日曜礼拝および

聖書学習に人を集めること，家族ぐるみの改宗を奨励すること，人々に倫理道徳を教示することな

どであった。そして１８６０年代になると Peniaminaやサモア人宣教師が地ならしをして準備を整え

たニウエに，初めて英国人宣教師が来島し，定住して本格的なキリスト教の布教を行うのである。

それはW. G. Lawesであった。

Ⅴ キリスト教の発展（１８６０年～１９世紀末）

１． モラルと規律

宣教師の任務は現地民の改宗および改宗した現地民の教育である。従って彼らの布教活動の基地

である伝道所は宗教上の中心であるばかりでなく教育の中心をも兼ねている。その場所は多くの現

地民が集まる所が望ましい。

ニウエにおいても宣教団は布教活動の便宜のために，それまで人々が分散居住していた内陸部か

ら出て伝道所の周辺にほぼ部族ごとに集落をつくらせた。そのようなコミュニティが島内各所に作

られてゆき，これが核となって新しい村々が形成されて現在の行政村落となったのである。１８６１

年，W. G. Lawesが来島し定住すると初めての英国人宣教師による本格的な布教とクリスチャン組

織作りが始まった。各地に信徒組織が作られるに従い，上述の村落形成も盛んに行われた①。

南太平洋の一無階層社会におけるキリスト教受容過程
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この様な新しい村落では形成由来から見ても宣教師が指導的地位に就くのは言うまでもない。伝

道所に集まった現地民たちはまるで生徒のように宣教師の教えを受けた②。宣教師は，彼らに新約

聖書の教義を説明し納得させることは極めて困難な事であると悟り，モーゼの律法，とりわけ（第

一項）偶像崇拝の禁止，（第四項）安息日の遵守，（第五・七項）殺人および盗みの禁止，（第六項）

性道徳の遵守等の理解を教授内容の中心においた③。

宣教師と土着民はいわば教師と生徒の関係であるから，宣教師の発する言葉がそのまま人々の

“法”となってゆく。その結果として祈祷の集まりが頻繁に開かれ，礼拝への出席が強制されるよ

うになった。また，全般的にアングロ・サクソンの生活習慣が押し付けられ，日曜礼拝には最も良

い晴れ着を着て行き，特別な料理を作って食べるよう強要された。しかし安息日には全ての仕事が

禁じられ，火を起こすことも禁止されたから料理は土曜日にしておかねばならなかった。聖書の教

えに沿わないことは全て罪深く，英国中産階級の価値観に反する如何なる慣習も未開で，不正，邪

悪と見なされた。この様に英国中産階級の善悪基準を押し付けられ，それが土着民の倫理道徳律と

なっていったがこれはニウエばかりでなく広く太平洋諸島全般に見られることである④。

性道徳や結婚に関する第六戒律は土着の人々の在来の慣習と矛盾するものであった。在来の結婚

のあり方では夫と妻の双方の利害一致が結婚継続の最大の要件であったから永続的な一夫一婦婚と

はいえない。英国人のいう「不義・密通の禁止」は現地人宣教師や牧師さえ厳守するのが困難で，

違反者が追放されたことは既に述べた通りである。

性道徳と関連して土着民の家族組織もキリスト教の規準に適合したものに変化させることがキリ

スト教化の過程で達成されねばならなかった。キリスト教の倫理観に基づく家族観・家庭観の導入

も英国人宣教師の使命の一つであったのだ。そのため，彼らは若い女性の教育に特別の注意を払っ

た。女子寄宿学校はニウエでは設けられなかったが，教会の諸活動を通して女子に厳しい貞操教育

を施し，第六戒律違反者への措置は徹底的に不寛容であった。

土着民の行動は宣教師がキリスト教と共に持ち込もうとした近代西欧社会の規範から見れば風紀

の乱れ以外の何ものでもなく，秩序と規律のある社会にするためには彼らの行為を律する法律を作

り，それに違反した者を罰する必要がある。初期のニウエの法はこの様な背景の下に作られた。い

わば宣教師が法の策定者であったといえよう⑤。モーゼの戒律以外にも近代英国社会において忌避

されていた種々の行為が好ましくない，恥ずべき行為すなわち罪として強制力のある法の下におか

れた。婚姻届を出さずに同棲する，喫煙，飲酒，喧嘩・口論，賛美歌以外の歌を人前で歌う，夜の

ダンス等が禁令の対象となった。また盗みと姦通が発生するのを避けるために夜間の外出も禁止さ

れた⑥。こうした規律に違反した場合の刑罰の確定には英国本国の慣習に則った裁判が取り入れら

れた。もはや個人的な復讐は認められず，近代的な法によって処罰を与えることにより秩序を保つ

社会へと変貌していったのである。

刑罰・罰則規定の内容も当然のことながら英国社会の影響を大きく受けている。ニウエのみなら

ずポリネシア全体として言えることだが，死刑は導入されなかった。島流しは群島社会では設けら

れたがニウエのような孤島社会では行われなかった。ヨーロッパ人の持ち込んだ刑罰は全体として，

寛大な体系と言われる⑦。強制労働（道路建設作業，港湾修理等）が最も一般的で，次に一般的に

見られたのが罰金刑であった（支払えない場合は労役に代えても良い）。ニウエではその他に鞭打

ちの刑や洞窟への拘禁も行われた⑧。

正規の教会員が規律に違反した場合は刑実行以外に数ヶ月から数年の間，教会活動から排除され

た。以下にいくつかの例を挙げておこう。
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１）Avateleの Uは１８７４年に“無節操な振る舞い”ゆえに教会員資格を剥奪される。

３年後に回復。

２）Makefuの Tは１８７６年に激昂したために会員資格剥奪。１５年後に回復。

３）Mutalauの Tは１８７８年に喧嘩をして資格剥奪。１２年後に回復。

４）Hakupuの Pは１８８１年に姦通ゆえに資格剥奪。２年後に回復。

５）Tamakautogaの Tは１８９０年に盗みをしたために資格剥奪。２年後に回復⑨。

宣教師 F. E. Lawesは現地民牧師や執事が身内の者を罰せねばならない時の手ぬるさを「キリス

ト教の教えを教授し，説教せねばならない立場の彼らに所信を貫く勇気がない」⑩と非難している。

実際，１８９３年，patuiki であり前牧師であった Fataikiの姦通事件では牧師達は誰も彼を懲罰しよう

としなかった。そこで宣教師代理の英国人 Cullenが彼を教会会員から除名したという�。

２． 土着民聖職者の養成

W. G. Lawesの来島後まもなく，ニウエ人牧師を育成するための施設として宣教団は養成所を設

立した。これがニウエで最初に作られた学校である。その設置目的は学生を説教と教育ができるよ

うに訓練することであった。聖書を学ぶばかりでなく，読み書き，算数，歌唱その他基本的な教育

をも施しており，後者に大部分の時間を費やしたという�。ニウエにおける初期のカリキュラムは

詳らかではないが，１８８５年のW. G. Lawesの後任の宣教師 F. E. Lawesの報告には算数，地理，聖

書，歴史，釈義，神学等の教科書がないので教育が難しい，と記述されている�ところから，これ

らは既に教授されていたのだろう。１８９２年にはその他に英語，説教法学が加わっている�。

聖職者養成所の目的は達せられ，修了後には各村落の教会の牧師に就任したり，海外へ宣教師と

して派遣される者が出現する。１８６２年には土着民教師補が８人になり，１８６５年には養成所の土着

民教師が６人，村落教会の牧師６人のうち二人が土着民となった。４人のサモア人牧師のうち二人

は１８６７年に，残る二人は１８６９年に帰還したので，この時期をもってニウエにおけるサモア人宣教

師の時代は終焉を告げる�。

これに対して土着民聖職者が躍進するのだが，宣教師は村の教会や養成所の運営をニウエ人に託

すことをあまり歓迎しなかった。F. E. Lawesは１８６２年の報告書に「現段階では現地人を主任牧師

に指名することは好ましくない。彼らはまだそれ程進歩していないからだ。英国の宣教師がまだ必

要だ」と書いている�。この時代は，ニウエ人が宣教団に入るということは伝道所で非土着民宣教

師の下で働くことを原則としていたのである。

３． 牧師の役割

キリスト教化後のニウエ社会では牧師が最も社会的に重要な人物である。各村落の教会には宣教

師が任免権をもつ専属牧師が居住・常駐した。村内の家族・親族間の確執や対立あるいは内輪もめ

に巻き込まれて村の信徒組織が混乱状態に陥らないように，必ず他村出身の牧師が選ばれた。牧師

は信仰の先導者であり，村で最も教養ある人物である。ニウエ語では牧師を akoako（teacher），fai-

aoga（teacher）といい，教師を表す言葉と同一である。牧師は教師でもあるのだ。村内で極めて

高い権威をもち，村人に規範，しきたり，掟を示す多大な影響力を持つ存在である。

牧師はキリスト教化以前の在来社会における patuiki 及び taula-atua のそれを継承していると考

えられる。牧師は「神」の代理人と見なされ，taula-atua の持つ聖なる力を受け継いだ tagata tapu

（a sacred man）であるとして人々から非常に尊敬された。牧師の下した決定に異論を唱えると，執
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事�か牧師自身から厳しく懲らしめられたという。村の繁栄は牧師のお蔭であり，人々が牧師に必

要なものを供給しないと恐ろしい結果を招くと考えられて食料その他生活物資を充分に提供した。

逆に飢饉や旱魃等で物資欠乏に至った時には牧師の力不足と見なされて，非難の矛先はまず牧師に

向けられた。牧師の地位から引き摺り下ろされた村もあるという�。在来の taula-atua 及び patuiki

に代る聖なる分野のリーダーと考えられたのである。

一方，在留宣教師は島のキリスト教教会の宗教上の諸事項に関する最高権限を持っており，特に

牧師の任免権と教会員資格の授与・剥奪権は彼に把握されていた。また，牧師養成学校の校長でも

あり，聖書のニウエ語訳という任務を持ち，さらに島の医療や政治・経済等世俗的問題のアドバイ

ザーでもあった。

全島レベルの教会会議がW. G. Lawesによって設立されたのは１８６５年である。当時存在した６

ヶ所のコミュニティ（Mutalau, Alofi, Lakepa, Hakupu, Avatele, Tuapa）から６人の pule が代表と

して出席するもので，月１回 Alofiで開かれ，法の策定が主な目的であった�。１８７６年，全島教会

会議は王制を復活させることとし，Mataio Tuitogaを復活後初代の王に指名した。この会議の議長

は王である。宣教師は出席していたがアドバイスを与えるだけで，pule 達は宣教師の統制下にあ

る教会の諸問題を討議した�。

村落レベルの教会会議の議長は牧師であった。この会議は各 magafaoa の takitaki magafaoa で

構成され，村の聖俗両分野にわたる問題を審議した。牧師はこの会議で助言を受け執事が補佐して

いたので村の運営に関する権限が牧師に集中する事はなかった�。

４． 贈与と献金

１９世紀末にはニウエのクリスチャンの間で宣教師の統制を離れて自立した教会を求める気運が

強まった。L.M.S.の統制下にあることへの不満あるいは自立欲求の背後にある動機の一つは献金問

題であった。

前述したように当時，人々は各村の専属牧師に食糧，日常必要な物品，金銭等を贈って生活を全

面的に支えていた。牧師館を建てて牧師一家を住まわせ，農作物を栽培する畑地も提供した。しか

し，実際には常に食糧を十分に贈られるのであまり農作業をする必要はなかった，ともいわれてい

る。こうした牧師への奉献を fagai もしくは poa というが，両者を区別して fagai はもっぱら食物

に，poa は金銭に対して使われる場合もある。fagai あるいは poa はほぼ定期的に行われ，タロイ

モ，ヤムイモ，タピオカ，バナナ，鶏，ハト，コウモリ，ヤシガニ，魚，サトウキビ，マット等が

献上された。これはキリスト教伝来以前に行われていた taula-atua や pule へ物品を送って mana

と神々の恩恵を受けるという慣習が対象を牧師に代えて続けられたと考えられる�。牧師に fagai

を贈ることにより牧師から祝福を得るわけだ。収穫物の最良のものや初実が fagai として牧師に贈

られる事�がそれを物語っているであろう。fagai は magafaoa 単位で分担した。magafaoa の繁栄

は供出した fagai や poa の量によると考えられていたので，各 magafaoa は競って生産物を奉献し

た。そして貨幣経済の浸透とともに換金作物を金銭的に換算して供出するようになったが，やがて

金銭による寄付（poa）すなわち献金に変化した。１８６０年代から１９世紀末までニウエ教会は全体

として各村の牧師への俸給に加うるに，２万ポンドの献金を L.M.S本部に送っている。献金をする

ために各村の男も女も子どもも必死で働いた。

この様にキリスト教の伝来前には magafaoa や村の繁栄は pule や taula-atua へ奉献した fagai や

poa の量によって決まると考えられていたため，各 magafaoa や村は競って彼らに奉献したが，キ

リスト教時代には宣教師や牧師への poa と fagai を，さらに貨幣経済の浸透後は献金の多寡を競う
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ようになった。特に村ごとの献金額は毎年公開され，村落間競争に拍車をかけた。人口の少ない

Likuがキノコ栽培を導入して収益をあげ，それを換金して献金した為，それ迄献金額最高を誇っ

ていた Hakupuを１８７３年に追い抜く等，村落間の競争は熾烈になっていった。

教会堂や牧師館の維持・建設費用はもちろん，教会運営のための経費，その他教会関連の諸雑費

はすべて村民の献金で賄うため，人々は様々な労働をして収入を得た。例えば，Likuの青年達は

１８８３年にMalden島へ行き，１０ヶ月間鳥糞石の採掘に従事して帰島したが，その時の収入が Liku

の教会や学校施設のドアやガラス窓の費用となった。Vaieaの青年達も海外で労働をして１８８９年

に新しいチャペルのペンキ代と鐘を買う基金に献金した。１８９１年には島民の献金により，ニウエ

教会はニューギニア宣教の為の船を購入して L.M.S.へ寄贈している（船の名はニウエ号）�。

Ⅵ キリスト教教会の土着化（１９０１年～１９４６年）

１． 牧師養成所の発展

１９００年に英国の保護領となったニウエ島は翌１９０１年にニュージーランドに併合され，駐在弁務

官を迎えて新たな行政体制の下での島の統治が始まった。島のキリスト教界では土着民牧師の養成

がますます活発化してゆく。それまで，毎年，各村落教会の執事が１，２名の研修生を選抜して送

り込んできたが，彼らは年齢の点からも資質の面からも宣教師の意に沿わなかったので，１９３５年

以降は宣教師自らが現地人牧師を連れて直接村を回り，素質があり村の教会活動へ積極的に参加し

ている適切な人材を探して推薦するようになった。毎年１０月に彼らが集められ，選抜試験を受け

た。

Alofiの牧師養成所に集められた研修生たちは各自もしくは各村落が建てた家に住んだ。勉学は

週３日のみ行われ，他の３日間は Alofiの人々が提供してくれる土地を借りて農作業をするという

日々であった。出身村の教会や親族の援助もあったが，農作業，狩猟，漁撈等の労働も養成所での

訓練の重要な部分であるとされて食糧自給の生活を送ったのである。日曜日は牧師職を実地体験す

るために村の礼拝へ行くこともあった。研修生の説教に対しては教会は食事と金銭を贈った①。

養成所では６年間のコースで教育が行われた。週３回の講義では算数，英語とニウエ語での読み

書き，聖書学，牧師学，教会史，地理学，神学，説教法，印刷技術等の教科科目が教授されたが，

勉学内容のレベルは低かったといわれる。初めは試験すらなかったので１９１０年に F. E. Lawesの後

継者としてやって来た Gavin Smithが試験制度を導入した。養成所の教師は在留宣教師が主にこれ

にあたったが，次第に土着民牧師たちも教育に携るようになった。研修生の妻たちも牧師の妻とし

て必要な教育を受けた。その内容はニウエ語と英語の読み書き，算数，聖書学，手芸，編み物，鉤

針編み，裁縫，アイロンがけ，家庭経営法であった②。

L.M.S.が継続的に在留宣教師を送り込んで土着民牧師の育成に力を注いだ結果，牧師資格を有す

る現地民が増えすぎる事態が生じた。養成所の課程を修了した者全員が牧師職に就けるわけではな

い。聖職者としての能力が不足する者や道徳的規律に欠ける者はもちろん，能力や資質に恵まれて

いても村落教会にポストが空いていなければ牧師として招いてもらえず，出身村に帰って農夫にな

るほかない。養成所修了者のうち牧師になれるのは半数以下の極めて優秀な者のみであった。他の

進路に宣教師としてパプア島へ行き布教することがあったが，これも成績優秀にして品行方正な者

のみが選ばれた。ニウエ人のパプアでの宣教は１９５３年まで続けられた③。
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２． 教会指導者の変化

宣教師は依然としてニウエ社会では全般的なアドバイザーとして指導性を認められていたが，そ

の権威に翳りが見えてくるのがこの時代である。土着民の牧師や執事の間に宣教師の決定に叛意を

表す者が出てきたことがそれを示している。１９１５年に宣教師 James Cullenは，「宣教師の権力は

微々たるもので実際にはそれは執事の手中にあり，極めて難しい問題が発生した時のみ助言が受け

容れられるから，執事等村の教会のリーダーたちと同意に達するためには常に努力を要する。例え

ば，以前は牧師の選出は宣教師の判断に基づいた権限であったが，当節は執事を中心とした教会会

衆が彼ら自身で牧師を選びたがっている」④と述べている。

この傾向は村落により若干の差異が見られる。Alofiに関しては，Gavin Smithが１９１３年に「Alofi

は他村よりひどい。人々は既定の禁止事項を全て廃止しようとしていて，宣教師の指導や助言を受

け付けようとしない」⑤と述べている。Hakupuについて Cullenが報告している記録によると，１９１５

年のこと，会衆が彼ら自身が選んだ新しい牧師候補者の承認を求めてきた。これに対して島の牧師

たちは相談を受けなかったことに不満の意を表明した。彼らは新規に村落教会の牧師を選ぶ前にま

ず牧師会議で審議する事を欲していたのである⑥。この様にゴスペルの伝播が早かった Alofiや Hak-

upuではすでに村の教会会衆が牧師の選出決定権を主張していた。

風紀・規律問題に関して決定的な権限はまだ宣教師が持ち，F. E. Lawesは依然として「ニウエ

のキリスト教徒は彼らだけで教会運営を遂行するには充分な判断力が不足している。彼らに任せる

にはまだ多年を要する」⑦と主張して譲らないが，ニウエ教会は徐々に土着民によって組織的に運営

されるようになりつつあった。

村落レベルの問題は村の執事たちが審議し，その後，Alofiで月一回開催される全島牧師会議に

提出された。この会議は各村から上ってきた問題を話し合い，調整する機関である。すなわち村の

教会の問題を宣教師に上げる前の重要な段階として牧師会議が機能するようになったのである。ま

た年一回，全島教会会議が開かれ，そこには島内の牧師と執事が全員出席した。宣教師は出席しな

かった。教会生活全般についての問題を審議し，そこで出された提案や要求が宣教師に対して具申

された。この様にこの時代に土着の教会の指導層が宣教師の権威や政策に対して一層批判的にな

り，発言権や意思決定への参加をより強力に求める立場を明確にしてきたといえる。こうした動き

は一つには前時代から続く献金の使途への不満と関連して起こったものである。

３． 財政自治権への要求

前章で述べたようにニウエの人々は競い合って poa や fagai の為に労働を行い，金を貯め，教会

に献金した。在来の慣習である poa も fagai も彼らにとって贈れば見返りのあるものであった。し

かし献金した金は殆ど L.M.S.本部へ送られてしまい，彼ら自身の教会のためには殆ど使えない。実

はこの事への不満は以前から存在していた。例えば１８８７年，ニウエの人々が献金の中から牧師の

給与を払ってほしいと言い出した時，F. E. Lawesは L.M.S.への献金を地元優先に流用する事はで

きないと拒絶している⑧。多額の献金が毎年 L.M.S.へ送られ，彼らには還元されないため，次第に

人々には以前に比べて L.M.S.本部への協力を厭う傾向が出てきた。

そして再び献金の使途について人々の中から要求が出てきたことが在留宣教師 Gavin Smithの

１９１３年の記録に見られる。人々は poa を分割し，一部は L.M.S.へ送るが残りを地元ニウエで教会

堂や牧師館の建設や修理に使いたいと申し出た⑨。さらに，宣教師は本部から俸給を得ているので

あるから地元民は彼らに poa や fagai を贈る必要はない，等の主張も現れた⑩。財政問題ばかりで
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はない。１９１４年の全島教会会議では○イ執事が判事や警官の役割を引き受けること，○ロpoa の一部

を教会の諸経費に充てること，○ハ教会堂の清掃や鐘つき等諸雑用の奉仕に対する報酬の支払いや聖

餐式の飲食物を購入する代金のために教会に基金をつくること等ニウエ教会発展のために変革でき

ることは何かという議論をしている�。

１９１５年，L.M.S.本部の代表団が来島し，土着民牧師や執事と会談した結果，土着の人々の意志

決定権の拡大という要求に賛意を示した。それは島民に権利を与えると同時に責任をも引き受けさ

せるという paternalisticな観点からの決定であったと考えられる。その結果，新しい委員会が作ら

れることになった。宣教師を議長とし，全島教会会議が選出する２名の委員と宣教師が指名する２

名の委員から構成されるものであった。この委員会は牧師会議からも全島教会会議からも独立した

もので，○イ牧師養成所入学生の選抜，○ロ村落教会へ派遣する研修生の能力査定，○ハ村落教会の牧師

職への候補者の選定，等に関する権利を持っていた�。教会組織に対する土着牧師の発言力，影響

力が徐々に強まってきたといえるであろう。

４． 教会組織の自立に向かって

１９１９年，在留宣教師 Cullenの他界後，後任が赴任して来るまでの間，土着の牧師たちがニウエ

教会の管理を実行する機会に恵まれた。Fakahuikula，Tofolia，Ikimatatoaが教会関係を，Falaniが

養成所を分担管轄した。この間に彼らは大胆な変革を教会組織に持ち込み，それは教会の資金管理

にまで及んでいた。これはニウエ教会基金設立を企図するものであったと思われる。そして翌年，

新在留宣教師 Caleb Beharellが赴任してきた時，この牧師たちと執事たちが集まって Beharellに

教会資金は自分たちで管理する旨，宣言した。しかし，最終的には従来どおり教会資金を全て宣教

師に託さざるを得なくなり，教会基金の設立も土着牧師による財政的自治権獲得の企図も失敗に終

わった。そして翌年，責任者の Fakahuikulaは免職された�。

前述の１９１５年の委員会に代って１９２３年に新しい全島レベルの委員会が設立された。構成員は牧

師と執事各々６名ずつで，各村落から毎年１名が選出される。村の専属牧師の評価，養成所入学者

の選抜，全島会議への勧告・要請等を含む教会関連の問題解決にあたって宣教師を補助する役割を

持つ�ものであった。

この時期のニウエの教会にとって最重要課題は“自立”であった。財政的にも教会運営上も

L.M.S.管理から離れた自己完結性への希求が極めて強く，焦りすら見られる。なかんずく１９２６年

の旱魃の対処のしかたにそれがよく表われている。全島会議で L.M.S.へ財政援助を求めるべきか

否かを審議したが，結論は「我々ニウエ人の，自分達で問題解決を図る逞しさを見せよう。そのた

め，L.M.S.には何も訴えない」�ということになった。彼ら自身でニウエ教会を管理する能力を有す

ることを証明しようと考えたのである。

村の教会会衆は一方で L.M.S.や牧師への食糧や金銭の提供及び労働奉仕を続けた。そして１９２０

年より L.M.S.への献金の１０％を村の教会の諸経費のために確保しておくことが了承された�。宣

教師は依然として島に在留していたが，全島会議の結成と１９２３年の新委員会の設置によってニウ

エ教会と各村落教会の意思決定及び様々な日常的課題の解決における自立の程度が一層高まったこ

とが指摘できる。

ところで在留宣教師 Harold Taylorの報告には「ニウエでは村落そのものが牧師の主人である」

と述べられている。牧師がリーダーとして芳しくない人物であると村は彼への食糧支給を削減した

り，執事の決定を受諾しない牧師の礼拝式を拒絶したりする村もあったという。１９４０年の Alofiの

例では村民が集会をする時の食糧購入費用を教会経費から出そうとしなかった牧師がその地位を
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失った�。こうした傾向は牧師の権威が低下して執事の権限がより強まった事を意味しているので

はない。在来の制度においては patuiki や pule が人々の意思や期待に沿わず恩恵をもたらさないと

その地位から追われたが，彼らに取って代った牧師が同じ扱いを受けているのである。patuiki や

pule が牧師に代ったもののキリスト教化後のニウエ社会が従前の構造的特徴を持ち続けている事

の証左といえる。

１９４６年は Peniaminaがニウエ島に送り込まれ，L.M.S.のキリスト教伝道が始まってから１００年

が経過する年であった。在留宣教師，牧師，執事たちは百周年記念プロジェクトとして「百周年記

念大学」の設立を掲げ，前年より建設を開始した。このプロジェクトはニウエの各教会の財政努力

のみで行われ，L.M.S.からの援助は受けなかったといわれている。全ての村落の男，女，子どもた

ちが労働奉仕はもちろんのこと，食糧を提供し，建築資材の購入費を稼いで献金した�。

この実施過程からいえることはニウエの教会はこの時期にはすでに財政的な自立を遂げていると

いう事である。英国人宣教師は未だ在留し，教会組織の中で全般的な権威を保持していたが，限ら

れたものになっており，教会の運営は牧師と執事により執行されていたと考えてよい。特に村落レ

ベルでは教会は村民会衆が財政的にも行政的にも実質的に自立して運営されていた。財政的自立，

行政的自立，聖職者の養成による自力布教の３点から見れば土着化の域に達したという事ができ

る。

この様にニウエ島民が過去１００年の間，単に L.M.S.と英国人宣教師の影響による受動的な変容

に身を委ねてきたのではなく，ニウエ社会に適合した教会へと変革を重ねてきた事に矜持をもって

いた事は明らかである。それにも関わらず百周年記念祝賀会に当時のニュージーランド首相 Peter

Frazerから届いた祝賀電報には，ニウエ人や土着教会執行部への感謝や評価の言辞が一切なく，L.

M.S.と大英帝国の偉大な業績を称えるばかりであった事に土着民の間には強い不満を感じた者も多

かったという�。

Ⅶ 独立教会へ──結びにかえて

第二次大戦後における世界的なキリスト教倫理の衰弊と反植民地主義の興隆はニウエに関して言

えば直接的な影響はなかった。しかしそうした潮流の中にあって，かつて大英帝国膨張の最前線の

一翼を担っていた L.M.S.に方針転換が生じ，その事がニウエの宗教世界に変革をもたらし，ひい

てはニウエ社会全体にまで波及した。新方針とは，現地社会の教会運営全体に責任をもつ中心的会

議を設置し，土着の文化や社会にしっかりと根付いた独立的な教会を速やかに樹立させるというも

のであった①。それは土着民に自己責任を認識させる事と合わせて自決権を認める，というまさに

paternalisticな理念に由来するものである。もちろん１９世紀末に太平洋全域で始まった現地教会の

財政自決権を求める動きの強まりも一因をなしている。だが，１９５０年代に起こってきた宗教界全

般の変化──様々な宗派の出現と活発化──に対応してゆくには本部のあるロンドンはあまりに遠

すぎて機敏な対応が困難であるという状況認識も一因していたと考えられる②。

５０年代にはニウエでもキリスト教の他の宗派が上陸を狙っていた。安息日再臨派は１９世紀末か

ら布教団を送り込む試みを数回繰り返したが，いずれも彼らの入島は L.M.S.の宣教師と島の教会

指導者たちの猛反対に会い，成功していない。１９１０年代にラロトンガやサモアで改宗したニウエ

人が帰島時に持ち込み，わずかな人数の信徒を得て１９２０年代までに小さな教会を建てたものの信

徒拡大には至らなかった。

１９５１年にモルモン教が入って来た時，ニウエ教会会議は在留弁務官 C. H. Larsenに対し，モル
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モン教受容反対声明を直接送付したが，Larsenは教会会議はまず L.M.S.宣教師を介して植民地政

府に申し入れをすべきであると応じた③。これに対してニウエ教会会議は激怒し，以下の様な声明

を Larsenに送り付けた。これにはニウエ教会が L.M.S.から独立しているという誇りと自負が表明

されている。

あなたはニウエにおけるニュージーランド政府の代表だ。L.M.S.宣教師の Chuck氏はニウ

エにおける L.M.S.の代表だ。今回の事はニウエ内部に関する事柄であるから Chuck氏に事前

に相談に行くべき問題ではない。ましてや彼を通してあなたに照会してもらう筋合いのもので

もない。ここは我々の島である。あなたの今回の態度は全く尊敬に値いしない③。

教会会議はニュージーランド政府の担当大臣（島嶼領担当大臣）にも，L.M.S.以外の宗教がニウ

エに入るのを認めぬように嘆願書を出した③が聞き届けられず，１９５２年にはモルモン教が入って来

る。さらに１９５５年にはローマ・カトリック教会が正式に布教を始めた。これら新宗派の導入は実

のところ，ニュージーランド政府代表すなわち植民地行政府の指導により行われた。彼らが歓迎し

たのは，それによってニウエ教会がニウエ社会をほぼ統制している体制を瓦解させ，行政府の実権

を拡大することを企図したからと解釈されている④。島民達は，新宗派の来入を阻止できなかった

理由は，島が政治的に独立しておらず，植民地政府の意向を無視できなかったことにあると認識し

た。宗教と政治両面における自決権が必要であることに気づいたのだ。この後，ニウエの人々はニ

ウエ教会の L.M.S.からの自立のみならず，国としての政治的独立を希求するようになる。

ところで在留弁務官及び行政府はニウエ教会に対して不満を募らせていた。教会の厳則である安

息日遵守のため，日曜に入港する貨物船の荷揚げ作業を教会は認めようとしないのである。ついに

行政府は法によって荷揚げ作業の人足を日曜労働に駆り出した。これに対して教会会議はニュー

ジーランド政府に抗議文を送っている⑤。

行政府とニウエ教会の対立は様々な面で明確になっていた。１００年前にヨーロッパ人が彼らの宗

教倫理・道徳を持ち込み，違反行為には厳罰をもって対処しながらその徹底化に努めてきたために

島民の生活にすっかり根付いた今，その倫理・道徳を守ることが批判されているのである。それは

教会と土着民にとっては真に理不尽な事である。一方，行政府から見れば，時代の変化に応じた行

動が最善であり，旧弊を捨てない固陋こそが非難されるべきものである。行政府はまた，牧師たち

に権威と権力が集中していることに対しても不満をもっていた。一つにはそれが行政府による権力

行使を阻害するからであり，また，牧師及び「神」を極度に恐れ尊崇の念をもつ状態がキリスト教

伝来以前の土着の人々の shamanへの態度とメンタリティに極めて類似しており，いわば復古への

危惧から発するものと考えられる。

その様な対立を宿しつつ１９６０年代から７０年代に南太平洋で起こった新しい波にニウエ社会も

乗ってゆく。土着民の教会が L.M.S.の統制を離れ次々と独立教会になっていったのである。クッ

ク諸島は１９４５年，サモアと P.N.G.は１９６２年，仏領ポリネシアは１９６３年，キリバスとツバルは

１９６８年，そしてニウエは最後になったが１９７０年に独立教会となった。それは政治的にも自治政府

と国会を持った独立国家となる４年前の事であった。

【註】

Ⅰ

① Koskinen１９５３：４９
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② Tahiti, Hawaii, Tonga, Samoa等に見られる。
③ 最も組織的な研究として Boutilier, Hughes & Tiffany（eds.）１９７８があげられる。
④ Lawes, F. E.１９０２：３
⑤ Loeb１９８５（１９２６）：５５
⑥ Goldman １９７０；Ryanも Sahlins（１９６７）の“more stratified”から“more egalitarian”までの４類型モ
デルを検討し，ニウエを“the most egalitarian”のカテゴリーに入れている。Ryan１９７７：１６７－１７０

⑦ 福音主義を説くプロテスタントによって１７９５年にロンドンで結成された。主に南太平洋及びアフリカ

で宣教活動を行った。

Ⅱ

① Harbutt & Drummond : L.M.S. Microfilm３３６
② Niue Statistics２００４
③ Niue Agricultural Census１９８９：１
④ １９９１年センサスでは農業戸数の１３％が換金用作物を生産していたがその後の人口減少と共に限りなく

ゼロに近づいている。

⑤ The Niue Constitution Act１９７４
⑥ 首相ですら自家消費用の食糧は自ら耕作しあるいは漁や猟を行って手に入れる社会であるから，牧師も

自家用食糧確保のための労働は行う。

⑦ fagai については馬場（１９９６：２９－３０）を参照。
Ⅲ

① Trotter１９７９：４８
② Ryan, op. cit.：９
③ Loeb, op. cit.：２９
④ Smith１９８３：９２
⑤ 伝染病はインフルエンザらしい。梅毒という説もある。Loeb, op. cit.：３３
⑥ Smith, op. cit.：９３
⑦ Crocombe & Crocombe１９６８：１４－１５
⑧ Ibid.
⑨ Powell１８６８：４０
Ⅳ

① Ibid.
② Turner１９８４：４６６－４６７；Powell, op. cit.：４１－４３
③ Makani１９９３：７
④ Turner, op. cit.：４６７
⑤ Ibid.
⑥ Mutalauの既婚女性と駆け落ちしたといわれている。K. Makaniによる Panikitauからの聴き取りによる。

Makani, op. cit.：６１
⑦ Murray１８６３：３６３；Powell, op. cit.：４４
⑧ Makani, op. cit.：１５
⑨ Vilitama１９８２：９２
� Murray, op. cit.：３６８
� Talagi１９８２：１１２
� Etuata & Tanaki１９８２：１００
� Etuata & Tanaki, Ibid.：９９；Loeb, op. cit.：１６６
� Loeb, op. cit.：１６６，１７４；Smith, op. cit.：５０；Ryan, op. cit.：９７
� Makani, op. cit.：１０
� Loeb, op. cit.：３５
� Ibid.
	 Loeb, op. cit.：３５
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� Ibid.：３５－３６
� Ibid.：３４
� Talagi, op. cit.：１１５
� Ibid.
� Avateleはニウエ島唯一の浜辺のある村である。
� Makani, op. cit.：１４
� Ibid.：１５
� K. Makaniによる Tuputoga Vemoaへの聴き取りによる。Makani, op. cit.：１５
	 Loeb, op. cit.：３４－３５

 Murray, op. cit.：３６６
� Makani, op. cit.：１９
� Murray, op. cit.：３６６；Powell, op. cit.：４６
 Murray, op. cit.：３７１
� Niue（Savage Island）：２；Talagi, op. cit.：１１６
� Murray, op. cit.：３６６
� Makani, op. cit.：１９
� Niue（Savage Island）：２
� 原則的には一夫一妻制であったが toa や pule の中には一夫多妻を行っている者もいた。
� Murray, op. cit.：３７０；Talagi, op. cit.：１１６
� Murray, op. cit.：３７１
Ⅴ

① Makani, op. cit.：２２
② Koskinen, op. cit.：３
③ Ibid.：３６
④ Ibid.
⑤ Ibid.：５５－５８
⑥ Becke１８９８：２８７；Makani, op. cit.：４９
⑦ Koskinen, op. cit.：３６
⑧ Loeb, op. cit.：３８－３９
⑨ “Church Members１８７２－１９１２,”
� Lawes, F. E.１８７７
� Cullen１８９３
� Makani, op. cit.：２８
� Lawes, F. E.１８９２
� Niue（Savage Island）：１４
� Ibid.：５－６，１４－１５
� Ibid.：１２
� L.M.S.が属する英国国教会派にならって初期から執事をおいた。彼らの役割については記録に残ってい
ないが，Makaniによると口頭伝承では牧師を補佐し牧師の生活を物的に支援するマネジメントが仕事で
あったという。現在でもそういう役目である。

� Makani, op. cit.：３５
� Niue（Savage Island）：６；Ryan, op. cit.：１５５；Talagi, op. cit.：１１８－１１９
� Lawes, F. E.１８７７
� Smith, op. cit.：４２；Talagi, op. cit.：１１８
� Etuata & Tanaki, op. cit.：１００；K. Makaniによる Talaitiへの聴き取りによる。Makani, op. cit.：４１
� Niue : A Resource Book for Teachers１９７８：２７－２８
� Niue（Savage Island）：１７，２３
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Ⅵ

① Makani, op. cit.：７０
② Ibid.：７５
③ Ibid.
④ Ibid.
⑤ Smith, G.１９１３
⑥ Makani, op. cit.：７６
⑦ Lawes, F.E.１９１１
⑧ Niue（Savage Island）：１５
⑨ Smith, G. op. cit.
� Cullen１９１４a
� Cullen１９１４b
� Beharell１９２０
� Lenwood１９２０；Beharell１９２０；Makani op. cit.：８０
� Beharell１９２３
� Barradale１９２６
� K. Makaniによる U. Makaniへの聴き取りによる。Makani, op. cit.：８０
� Ibid.：８３
	 Ibid.：８４－８５
Ⅶ

① Forman１９８２：１６８
② K. Makaniによる Tongia Vivianiへの聴き取りによる。Makani, op. cit.：９７
③ Ibid.
④ Forman, op. cit.：２３
⑤ Makani, op. cit.：１０１
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